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研究成果の概要（和文）：舞台上の役者が登場人物を具現化する際、役者の性が登場人物の性と異なると、観客
は性別の「ずれ」を認識することになる。これが、異性配役という趣向により生じる独特の効果として現れる。
本研究では、シェイクスピア作品上演における観客側、つまり受容側を研究対象とし、受容における異性配役の
効果を検証した。特に、異性配役が誘発する観客の「笑い」、異性配役が醸し出す「魅力」に着目し、基盤とな
る文献調査から始まり、ファンクラブへの調査、観客インタビューを含めた実地調査を実施した。その結果、異
性配役に関する観客論を実証的な方向で発展させ、本来捉えどころがない観客の実態を把握する上での有意義な
考察が行われた。

研究成果の概要（英文）：This study aimed at investigating a discrepancy in the audience’s cognition
 when Shakespeare productions are performed with cross-gender casting both in Japan and the UK, 
focusing on two types of effects caused by this discrepancy on the part of the audience: simply 
amused or utterly enchanted.  Research has been conducted to understand the nature of a collective 
called the audience through interviews, surveys or even participation in fan club events, in 
addition to more traditional approaches to the topic through written documents and also inevitable 
visits to theatre and analysis of recorded performances.  As a result of these empirical methods, 
the audience becomes more than an elusive entity beyond our grasp, but something with certain 
collective tendencies in cross-gendered theatre. 

研究分野：初期近代イギリス演劇

キーワード： シェイクスピア　上演研究　観客論　ジェンダー

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）2011 年度から 2013 年度の科学研究
費助成事業、「異性配役の身体を探る：オー
ルメール・シェイクスピアからプロペラま
で」において、近年のイギリスおよび国内の
異性装上演の実態を調査し、シェイクスピア
のテクストにより表象される登場人物と、登
場人物を演じながら観客の前に物理的に存
在する役者の性別が異なった場合の上演を
検証した。その結果、演劇成立の構造を説明
する既存モデルにおける二者、「役者」と「登
場人物」の 関係は解明できたので、残る第
三の構成要素である「観客」、つまり受容側
に焦点を移した研究が必要であると考えた。 
（２）日本では異性配役上演、異性装を含む
公演に人気があり、異性配役を専門とする劇
団（宝塚歌劇団、OSK日本歌劇団、劇団スタ
ジオライフなど）から、異性配役に特化した
公演シリーズ（彩の国さいたま芸術劇場シェ
イクスピア・シリーズの「オールメール・シ
リーズ」、柿喰う客の「女体シェイクスピア」
シリーズなど）、異性装で舞台に立つ役者（美
輪明宏など）が存在する。したがって、アン
ケート調査や観客インタビューなどを実施
して検証する対象たる公演が多数あった。ま
た、異性配役上演の人気の背景には、劇団の
ファンクラブや役者個人のファンクラブが
存在している。したがって、ファンクラブと
いう観客の共同体の調査が可能であり、その
調査が観客像解明の手掛かりになると考え
た。 
（３）イギリスでは過去 20 年間で、オール
フィメイル上演やオールメイル上演、一部役
者の異性装上演など、異性配役による登場人
物表象が増加傾向にある。しかしながら、フ
ァンクラブの存在は耳にしたことはなく、ま
た異性配役を専門とした劇団の歴史も浅い。
それゆえに、日本とは異なった異性配役上演
の観客を取り巻く状況がある。 
（４）一口に異性配役と言っても、女装と男
装、オールフィメイルとオールメイルでは、
上演における意味の形成と、それによる意味
の伝達としての受容が異なっている。また、
ファンクラブという形で観客の共同体を作
り、一定の、つまり女装または男装を含む上
演のどちらかを支持する傾向がある。つまり、
異性配役の人気と言っても、女装と男装の間
で明らかな分断が存在する。 
 
２．研究の目的 
（１）一過的な集団として掴みどころのない
観客を実証的に研究すること：演劇における
観客論と言えば、ベネットやカールソンによ
る理論的研究はあるが、演劇作品鑑賞のため
に、その日、その場にたまたま集結した鑑賞
者である観客の実態は非常にとらえにくい。
したがって、実証的な観客調査、アンケート
やインタビューと言った方法を試み、異性装
上演における観客の実像に迫る。 
（２）異性配役における笑いを分析するこ

と：異性配役は観客とのラポールを作りやす
い装置であり、演技者と観客をつなぐ鍵とも
なりうる笑いを誘発しやすい。ところが、実
際には笑える異性配役と笑えない（笑っては
いけない）異性配役が存在する。つまり、上
演側の意図が笑いを求める場合とそうでな
い場合が存在するが、必ずしも意図どおりの
反応は期待できない。笑いに関する理論を踏
まえて、役者の演技に対する観客の反応を分
析する。 
（３）異性配役の人気を探ること：特に日本
において、異性装上演が盛んであるというこ
とに注目し、その魅力を解明するために、 フ
ァンクラブという観客の共同体を調査した
い。研究対象となる宝塚歌劇団、蜷川幸雄演
出の彩の国さいたま芸術劇場シェイクスピ
ア・シリーズの「オールメール・シリーズ」、
劇団スタジオライフ、D-ステ（旧 D-BOYS）
には、劇団全体および団員である個々の役者
のファンクラブが存在する。異性配役人気か
ら予測される、異性配役ゆえの魅力を解明す
るために、ファンクラブという観客の共同体
を調査し、ファンの存在、異性配役上演の人
気の背景を検証する。 
（４）女装と男装の違いを観客面から解明す
ること：日本およびイギリスにおいてオール
フィメイル上演が多様化している。中屋敷法
仁主催の劇団柿喰う客は、「女体シェイクス
ピア」シリーズと銘打ち、現在まで 8作のシ
ェイクスピア作品を女優のみで上演してき
た。また、イギリスでも、ドンマー・ウェア
ハウス劇場にて女優のみによる『ジュリア
ス・シーザー』（2012年、フィリダ・ロイド
演出）（後に『ヘンリー4世』、『テンペスト』
も含めてシェイクスピア・トリロジー上演）
が上演された。ロンドン・グローブ座におい
ても、女優のみによる『じゃじゃ馬馴らし』
（2013 年、ジョー・マーフィ演出）が上演
され、日本とイギリス両国において男装も増
加傾向にあり、女装と男装の場合を比較した
観客調査も可能になった。 
 
３．研究の方法 
（１）初期調査として、観客・観客論、ファ
ンクラブおよび演技・演技論、笑いやユーモ
アに関する文献調査を行った。文献調査は、
やがて歴史的にも地理的にも広がり、日本と
ヨーロッパにおける社会的背景や文化に関
する文献も幅広く扱うことになった。 
（２）日本およびイギリスにおける異性配役
上演の視察、および上演録画の視聴を行い、
観客とのコミュニケーションとしての演技
の分析を行った。また、公演に関する資料（劇
評や上演台本、劇場のショーレポートなど）
を閲覧した。 
（３）異性装上演および DVD 視聴会におい
て、偶発的に集まった個人の集団である観客
の、集団としての傾向を理解するために、ア
ンケート調査および観客インタビューを実
施し、結果を分析した。 



（４）劇団や役者のファンクラブに入会した
り、会員への伝手を利用し、ファンに関する
実態調査を行なった。また、ネットに公開さ
れているファンによるサイトやファンを対
象としたサイトなど、オンラインの調査を行
った。 
 
４．研究成果 
（１）日本における調査 
 『ロミオとジュリエット』を原作とした、
宝塚歌劇団月組によるミュージカル版『ロミ
オ＆ジュリエット』（2012年、小池修一郎演
出）のオールフィメイル上演の DVD 視聴に
よるアンケート調査、劇団スタジオライフに
よる『夏の夜の夢』のオールメイル上演（2015
年再演、倉田淳演出）のアンケート調査、彩
の国シェイクスピア・シリーズの『ヴェロー
ナの二紳士』のオールメイル上演（2015年、
蜷川幸雄演出）などにおいて、アンケート調
査、また観客の一部に対してインタビュー調
査を実施した。SurveyMonkeyを利用した調
査により、アンケート項目や質問の仕方の改
良を重ね、観客の全体像が解明できるように
工夫を行った。 
 アンケート項目の数が多すぎたため、また
自由記入型の質問も併用したため、統計学的
解析はできなかったが、手作業で整理を行う
ことにより質的な分析は可能であった。その
結果、ファンの固定化やいわゆる「お約束事」
を遵守する、役者にとってフレンドリーで御
し易い観客像が浮かんだ。異性配役はもとも
と第 4の壁を破り、観客との対話やラポール
が可能な装置であるため、異性配役上演の観
客、特にファンとなり何度も劇場に足を運ぶ
リピーターと、たまたま 1回の上演を観劇し
た観客との間に大きな差が存在することが
わかった。 
 アンケート調査、聞き込み調査でも、この
点は顕著で、たとえば宝塚歌劇団のファン、
つまり男役のことを男性として見ることを
当たり前の「お約束事」と理解した観客と、
初めて男装した女性を見た観客の間では、反
応が異なっていた。概して、ファンは上演自
体に集中する、つまり異性配役を当たり前の
ことのように「無視して」、人物表象の巧み
さも含めた公演全体の評価を行う傾向にあ
る。一方、宝塚初心者は異性配役自体の持つ
特殊な効果に対して新鮮な驚きを感じる傾
向にあった。そのため、異性配役の魅力自体
が観劇における焦点となり得た。 
ファンの固定化という点では、劇団スタジ
オライフの場合が良い例である。スタジオラ
イフのファンクラブ、「クラブライフ」に入
会し、ファンクラブ運営の仕組みを調査した。
会員特典として、先行予約、会員価格でのチ
ケットの販売、会誌の発行に加えて、誕生日
にはファンが選んだ役者からプロマイドと
メッセージが届き、役者たちとのバスツアー
などの交流会も企画される。結果として、固
定ファンに支えられた現在の劇団経営に行

きついたわけであり、それが実際の上演とい
う場において反映される仕組みが理解でき
た。これは、宝塚歌劇団の新人団員へのファ
ンによる入れ込みとも似ているが、スタジオ
ライフによる個々の公演は、初演から千秋楽
までファンである観客との相互作用により、
発展・変化を遂げる。アンケート調査の項目
にも含めたが、1 公演についてもリピーター
が多い。劇団側も、団員を２～３グループ（チ
ーム）に分けて、同じ登場人物を別の役者に
演じさせることにより、観客が何度も同じ公
演を観劇することを促している。 
このような観客参加型的な傾向を一つの
手法にしたのが、中屋敷法仁による「女体シ
ェイクスピア」シリーズというオールフィメ
イル上演だ。その上演形態には、「乱痴気」
と呼ばれる配役交換上演が含まれる。配役交
換は、観客による投票に基づいて行われる。
つまり、演出家によって行われたキャスティ
ングとは異なるキャスティングを観客が希
望し、それを舞台上で実現するという趣向だ。
特定の役者による特定の登場人物の表象を
見たがるということは、日本の異性配役上演
の特色である。つまり、観客は役者を見に劇
場に来ており、登場人物を介しているが、よ
り直接的な関係が成立しているのだ。 
スタジオライフでのアンケート調査の際
に、敵意むき出しの記述が数件あったことも
興味深い。すべてのケースが、長年のファン
によるものであり、調査という名で劇団やお
気に入りの役者を客観視しようとする試み
への嫌悪感と思われる。特に、私が劇場に赴
き、実際にアンケート用紙を配布した日に、
攻撃的な記述が集中した。固定ファンから見
れば部外者であることは一目瞭然であり、そ
れでいながら劇団員と話をしているところ
を見れば、劇団の公演を長年支えてきたファ
ンとして怒りが抑えがたかったのだと考え
る。多少排他的になるのは小劇場ファン特有
の現象かもしれないが、実際には日本の観劇
人口の固定化という現状があり、それゆえ日
本の劇場はイギリスと比べると閉鎖的な空
間となっている。たとえば、日本では演劇の
観客は、流動性のある映画の観客から分離傾
向にある。マスカルチャーとしての映画文化
の観客とは異なり、舞台芸術という身体的に
空間と時間を共有する集団を形成すること
は、日本のいわゆる「アイドルカルチャー」
のアイドルとファンの関係に似ており、文化
的な特殊性な現象だ。以上のことから、サブ
カルチャーに関する文献への調査も行った。 
観客とファンの調査として、インターネッ
ト上の記述が大変役にたった。固定劇団のフ
ァンや演劇ファンによるブログは、観客像を
つかむ上での貴重な情報にあふれている。そ
して、誰もが自由に発信できるというソーシ
ャル・ネットワークのおかげで、ファンの共
同体化がさらに進められた仕組みがわかっ
た。また、本研究を進める途上で、「観客発
信メディア WL」のようなサイトも開設され、



観客の存在がさらに前面に押し出されたと
も言える。研究者による投稿が多いが、イギ
リスと異なって劇評の発表が少ない日本に
おいて、貴重な資料として参考になった。 
オールメイル上演（彩の国さいたま芸術劇
場シェイクスピア・シリーズ、スタジオライ
フ、花組芝居、D-ステ、歌舞伎など）、オー
ルフィメイル上演（宝塚歌劇団、柿喰う客）、
部分的に異性装による上演（美輪明宏出演作
品など）、男女配役交換上演（『夜の姉妹』上
演など）を視察した。助成事業の期間には、
彩の国さいたま芸術劇場のシェイクスピ
ア・シリーズは、『ヴェローナの二紳士』の
みがオールメイル上演であったが、劇団柿喰
う客の「女体シェイクスピア」シリーズでは、
『暴走ジュリエット』（2014年）、『迷走クレ
オパトラ』（2014年）、『完熟リチャード三世』
（2015年）、『艶情☆夏の夜の夢』（2016年、
全て中屋敷法仁演出）を視察することができ
た。また、異性配役上演での上演作品の通常
（男女混合）上演も、比較のために視察した。
例えば、三島由紀夫作『黒蜥蜴』の美輪明宏
演出・主演公演の再演（2015 年）と、異性
配役を含まない SPAC版（宮城聡演出、2016
年）を視察した。 
（２）イギリスにおける調査 
 2015年 2月 26日～3月 7日までイギリス
のストラットフォード・オン・エイボンとロ
ンドンに出張し、最新の文献や上演資料を調
査した。ドンマー・ウェアハウス劇場におけ
る『ジュリアス・シーザー』のオールフィメ
イル上演（2012年、フィリダ・ロイド演出）、
劇団プロペラによる『ヘンリー5 世』のオー
ルメイル上演（2014 年、エドワード・ホー
ル演出）などの上演録画、および上演資料を
閲覧した。また、ロイヤル・シェイクスピア・
カンパニーの最新シェイクスピア公演、『恋
の骨折り損』、『から騒ぎ（恋の骨折り甲斐）』
（ともにクリストファー・ラスコム演出）、
ピーコック劇場のダンス版『ロミオとジュリ
エット』（ラスタ・トーマス演出）、グローブ
座のサム・ワナマーカー・プレイハウスの近
現代演劇の公演などを視察した。 

2016年 2月 27日～3月 7日には、ロンド
ンのヴィクトリア・アルバート博物館ブリス
ハウス資料室にて、異性配役上演作品、ドン
マー・ウェアハウス劇場の『ヘンリー4 世』
（2015 年、フィリダ・ロイド演出）および
異性装の女性が宝塚風に演じられた近現代
演劇作品『女番長またの名女怪盗モル』のロ
イヤル・シェイクスピア・シアターによる上
演（2014 年、ジョー・デイヴィス演出）と
いった過去の異性装上演作品の上演録画や
資料を閲覧した。グローブ座資料室では、オ
ールメイルの『ヘンリー5 世』（1997 年、リ
チャード・オリバー演出）、オールフィメイ
ルの『じゃじゃ馬馴らし』（2013年、ジョー・
マーフィ演出）の上演録画および資料を閲覧
した。また、グローブ座のサム・ワナマーカ
ー・プレイハウスにてシェイクスピアのロマ

ンス劇 4作、『冬物語』（マイケル・ロングハ
ースト演出）、『シンベリン』（サム・イェイ
ツ演出）、『ペリクリーズ』、『テンペスト』（と
もにドミニク・ドロムグール演出）の上演、
ナショナル・シアターにて『お気に召すまま』
（ポリー・フィンドリー演出）などを視察し
た。 

2016年 10月 31日～11月 6日には、ロン
ドンのキングスクロス特設劇場で上演され
た、ドンマー・ウェアハウス劇場のオールフ
ィメイルによるシェイクスピア・トリロジー
上演、『ジュリアス・シーザー』、『ヘンリー4
世』、『テンペスト』（全てフィリダ・ロイド
演出）を視察した。また、オールド・ヴィッ
ク劇場にて、女優グレンダ・ジャクソンが老
王を演じた『リア王』（デボラ・ウォーナー
演出）やケネス・ブラナ・カンパニーによる
『ロミオとジュリエット』（ロブ・アッシュ
フォードおよびブラナ演出）などを視察した。 
（３）文献調査 
日本およびヨーロッパにおける異性装の
伝統に関して大変興味深い研究を発見した
ため、日本社会において長い伝統を持つ女装
および近世ヨーロッパにおける男装の伝統
を歴史的に調査し、日本とヨーロッパの歴史
的・社会学的な相違が現代の異性配役上演の
受容にどのような影響をおよぼしているか
を検証した。三橋順子著『女装と日本人』（講
談社、1960 年）、Rudolf M Dekker and Lotte 
C van de Pol, The Tradition of Female 
Transvestism in Early Modern Europe 
(Macmillan, 1989)など歴史上および地域の
文化上での女装および男装に関する文献を
調査した。歴史的・文化的背景は、異性配役
上演を受け入れる土壌を理解し、現代の演劇
作品の受容、観客の形成を分析する上で役立
った。 
 また、SF というジャンルが確立されつつあ
った 20 世紀初頭より、ギリシャ神話のアマ
ゾン族のような単一性のみによる社会が夢
想されたことに着目し、イギリスにおけるオ
ールフィメイル上演の文化的な原点として
調査を行った。特に 1970 年代にはフェミニ
スト・ユートピア文学として「女性のみの社
会」が描き出されたが、同時期に演劇界では
オールフィメイルのフェミニスト劇団が複
数設立されたことは興味深く、調査の幅を広
げることとなった。 
  
（４）個々の公演、劇団に焦点を当てた研究 
①ジェラール・プレスギュルヴィックによる
ミュージカル版『ロミオ＆ジュリエット』は
世界中で上演されてきたが、各々の国の言葉
で上演されるにあたり、演出だけではなく内
容的にも改変されている。つまり、ローカリ
ゼーションが行われており、各々の国におけ
る受容の多様性を理解するために重要な研
究対象である。日本における小池修一郎演出
の改作上演には、宝塚歌劇団によるオールフ
ィメイル版と東宝の男女混合版が存在し、そ



れぞれ異なった作品となっている。男女混合
版の観客とは異なった、オールフィメイル版
の観客を解明するために、前述したアンケー
ト調査や両公演における観客のブログ、劇評
を調査した結果、宝塚歌劇団版における内輪
のジョーク的な笑いや、ロミオの表象の特殊
性の意味が理解できた。 
②彩の国さいたま芸術劇場のオールメイル
シェイクスピア上演による『じゃじゃ馬馴ら
し』（2010 年、蜷川幸雄演出）と男優のみの
劇団スタジオライフによる同作品（2010 年、
倉田淳演出）における女性表象を比較した。
特に、日本におけるオールメイル人気と女装
に対して寛容な日本文化にも考察を深めた
上で、同じオールフィメイル上演でも対照的
な２作品を比較した。特に、前述のとおりフ
ァンクラブに支えらえたスタジオライフの
人気「女方」林勇輔が演じるリージー・ディ
クソン（クリストファー・スライの女性版）
と、歌舞伎俳優市川亀次郎（現猿之助）演じ
るケイトの表象と、観客側の受容を論じた。
2016 年にイギリスのロンドンとストラット
フォード・オン・エイボンにて開催された第
10 回世界シェイクスピア会議にて発表を行
った。 
③イギリスにおけるオールフィメイル上演
を歴史的・文化的に調査した。イギリスのオ
ールフィメイル上演は、1970 年代のフェミニ
スト劇団によるフェミニズムの実践として
始まった。当時の Women’s Theatre Group
の流れを汲む Sphinx Theatre Comapany（現
在は男女混合上演）、現在イギリス国内で唯
一のオールフィメイル劇団である Smooth 
Faced Gentlemen まで、オールフィメイル上
演の変遷を調査した。そして、昨今のオール
フィメイル上演のメインストリーム化とい
う現象を、イギリス社会の変化、つまりジェ
ンダー・ベンディングに対する観客の許容度
が増したことや、イギリス演劇界における女
優および女性スタッフのジレンマを訴えた
トニック・シアター・ムーブメント、観客と
しての女性の影響度の変化から探った。特に、
1995 年に主役の王をフィオナ・ショーが演じ
た『リチャード 2 世』（デボラ・ウォーナー
演出）における賛否両論の受容とは異なり、
ロンドンの商業地区で上演されたドンマ
ー・ウェアハウス劇場のオールフィメイルに
よるシェイクスピア・トリロジー上演が異口
同音に称賛を集めた点に注目し、考察を行っ
た。他にも、主役をマキシーン・ピークが演
じた 2014 年の『ハムレット』（サラ・フラン
コム演出）のように、過去のフェミニスト劇
団とは一線を画した公演の成功に見られる
受容の変化を探った。以上を、2016 年に日本
演劇学会にて発表した。 
④フェミニスト・ユートピアおよびディスト
ピア文学の系譜における「女だけの世界」と、
イギリス演劇におけるオールフィメイル上
演の関連を考察している過程で、シェリー・
S・テッパーの『女の国の門』（1988 年）とい

うフェミニスト SF 作品が内在する洞察に注
目した。この作品の提示した女性により支配
された国、「ポスト」フェミニズムとも呼べ
る世界に内包された問題を検証した。 
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